
 

 

 

 

 

 

 

 

２月２６日（日）、本部会議室にて「第１回拡大各地本青年部代表者会議」を開催し、①私たちを取り巻く情

勢について、②２３春闘中間総括について議論を行いました。 
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①私たちを取り巻く情勢についてでは、宇都宮運輸区に

おける長期日勤教育といのちを守る取り組みについて議

論を行いました。長期日勤教育については参加者から

「明らかに組合員への攻撃だ」「モノ言う人は排除すると

いう会社姿勢だ」と怒りの声が出された一方、「日勤教育

への慣れはないか」と私たちの向き合い方に対する発言

も出されました。大切な仲間を守るために、事象が起き

た際には青年部員・未加入者問わず、多くの仲間と職場

で議論していくことを確認しました。 

また、いのちを守る取り組みについては、９条連への加

入について提起し、加入の議論を各地でも広めていくこ

とを確認しました。 

②２３春闘中間総括についてでは、「青年部総対話行動」に

ついて振り返り、８割の仲間と総対話を実現できた根拠や

成果、課題について出し合いました。各機関のリーダーが自

分なりの構想をもって、支部青年部や分会青年部のリーダ

ーと意思統一を行い、実践を促してきた教訓について語ら

れました。一方、問題意識を一致させた上で、具体的に何を

実践していくのかという構想が弱い現実も出されました。

今後のたたかいでは、多くの仲間から出た声をもとに声明

や情報づくり等を行い、強化・拡大につなげていく一人ひと

りの構想と主体的な実践が重要になってくることから、第２

ゾーンの後半戦について各機関で早急に議論をつくり出し

ていくことを確認しました。 

最後に４月２３日（日）、２３春闘の集約点として青年部レ

ク「スプリングフェスティバル２０２３」の開催を提起し、多く

の仲間の結集を勝ち取っていくことを確認しました。 


